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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 21,794 10.6 569 △27.5 751 △26.4 351 △40.4
26年3月期第2四半期 19,701 2.6 785 59.0 1,021 78.9 589 71.0

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 614百万円 （△65.2％） 26年3月期第2四半期 1,765百万円 （218.3％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 29.13 ―
26年3月期第2四半期 48.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 49,469 24,182 47.3 1,940.88
26年3月期 47,873 23,737 48.2 1,910.73
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 23,423百万円 26年3月期 23,059百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 11.00 ― 14.00 25.00
27年3月期 ― 12.00
27年3月期（予想） ― 13.00 25.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 45,200 10.7 1,700 0.6 1,900 △10.9 1,000 △18.5 82.86



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料P３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項については、添付資料Ｐ２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３)連
結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 12,070,000 株 26年3月期 12,070,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 1,675 株 26年3月期 1,675 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 12,068,325 株 26年3月期2Q 12,068,332 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、４月の消費税増税による駆け込み需要の反動や、天候不順の

悪影響から個人消費の持ち直しが鈍いものにとどまるなど、回復の度合いにばらつきが見られたものの、雇用情勢等の

改善や、政府の各種の経済政策を背景に、全般的には景気は持ち直しつつある状況の一方で、新興国の景気減速や米国

の金融政策、欧州などの地政学リスクの高まり等もあり、依然として不透明な状況で推移しました。 

また、当社グループと関係の深い自動車業界では、消費税増税等の影響もあり、生産、販売ともに弱含みで推移し

ました。このような環境の中で当社グループにおきましては、国内において消費税増税の影響を受けましたが、前連結

会計年度に子会社化しました（株）スーパージャンボの連結効果や、中国子会社の堅調な推移、北米子会社での物流業

務の本格稼動等、売上高は堅調に推移しました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、21,794百万円（前

年同期比10.6％増収）となりました。 

一方、利益面においては、消費税増税の影響に加え、ベースアップや人材不足による人件費の上昇、新規事業所で

の生産準備費用が予想以上に膨らんだこと等により費用が増加し、営業利益は569百万円（前年同期比27.5％減益）、

経常利益は751百万円（前年同期比26.4％減益）、四半期純利益は社員寮の売却に伴う売却損等の計上もあり、351百万

円（前年同期比40.4％減益）となりました。 

  なお、主なセグメント別の売上高（セグメント間の内部売上を含む）、営業利益の状況は次の通りであります。 

 

① 物流サービス事業 

物流サービス事業は、中国子会社での増収や北米子会社ＫＩＭＵＲＡ，ＩＮＣ．での物流業務の本格稼動に伴う増

収等により、売上高は14,227百万円（前年同期比5.1％増収）となりました。 

一方、営業利益は、収益改善に全力で取り組んでまいりましたが、人材不足による人件費の上昇や、新規事業所の

生産準備不足による費用の増大等により、619百万円（前年同期比36.0％減益）となりました。 

② 自動車サービス事業 

自動車サービス事業は、前連結会計年度に子会社化した（株）スーパージャンボの連結効果により、自動車販売売

上が大幅に増加したこと等により、7,001百万円（前年同期比24.9％増収）となりました。営業利益は、売上高の増収

と自動車整備事業を中心とした収益改善活動の効果が寄与したこと等により365百万円（前年同期比40.2％増益）とな

りました。 

③ 情報サービス事業 

情報サービス事業は、企業のシステム投資抑制の影響を受ける中、積極的な拡販活動を展開したこと等により、売

上高は495百万円（前年同期比12.5％増収）となり、営業利益は、売上高の増収等により、30百万円（前年同期比0.9％

増益）となりました。 

④ 人材サービス事業 

人材サービス事業は、人材不足の影響等により、売上高は258百万円（前年同期比32.2％減収）となり、営業利益

は、収益改善を強力に推進しましたが、売上高の減収により、15百万円（前年同期比39.8％減益）となりました。 

⑤ その他サービス事業 

その他サービス事業は、売電サービスにより、売上高29百万円（前年同期比8.6％増収）となり、営業利益は、12百

万円（前年同期比7.1％減益）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期末における総資産は、49,469百万円となり、前連結会計年度末に比較して1,595百万円の増加となりま

した。その主な要因は、流動資産が、受取手形及び売掛金やリース投資資産の増加等により991百万円増加し、固定資

産が、国内での稲沢製造工場の再開発工事や北米子会社ＫＩＭＵＲＡ，ＩＮＣ．での物流倉庫建築内金（完成７月）等

による有形固定資産が611百万円増加したこと等によるものであります。 

負債合計は、25,286百万円となり、前連結会計年度末に比較して1,150百万円の増加となりました。その主な要因

は、固定負債が設備投資資金等の調達による長期借入金の増加等により、1,021百万円増加したこと等によるものであ

ります。純資産につきましては、前連結会計年度末に比較して445百万円増加の24,182百万円となり、自己資本比率

は、前連結会計年度末比0.8ポイント低下の47.3%となりました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ106

百万円増加し、4,466百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間におきましては151百万円の支出（前年同四半期は986百万円の収入）となりました。主

な要因は、税金等調整前四半期純利益が279百万円減少し、売上債権の増減額が652百万円の増加、長期未払金の増減額

が390百万円減少したこと等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間におきましては887百万円の支出（前年同四半期は317百万円の支出）となりました。主

な要因は、有形固定資産の取得による支出が829百万円増加したこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第２四半期連結累計期間におきましては1,142百万円の収入（前年同四半期は460百万円の支出）となりました。

主な要因は、資金調達により借入金が純額で、1,634百万円の収入になったこと等によるものであります。 
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成27年3月期の業績予想につきましては、平成26年10月10日に公表しました業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付

適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の見直しを行いました。なお、この変更

に伴う期首の利益剰余金並びに損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,829,978 4,936,886 

受取手形及び売掛金 6,274,415 6,647,963 

リース投資資産 8,151,026 8,350,887 

商品及び製品 507,065 609,548 

仕掛品 42,932 85,977 

原材料及び貯蔵品 189,961 209,244 

繰延税金資産 279,085 288,387 

その他 1,047,076 1,184,134 

貸倒引当金 △1,000 △1,000 

流動資産合計 21,320,542 22,312,028 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,004,597 8,979,455 

機械装置及び運搬具（純額） 500,695 504,666 

賃貸資産（純額） 346,012 323,990 

土地 6,248,735 6,142,442 

建設仮勘定 211,352 919,219 

その他（純額） 859,170 911,864 

有形固定資産合計 17,170,563 17,781,639 

無形固定資産    

のれん 770,821 731,703 

その他 730,843 745,769 

無形固定資産合計 1,501,664 1,477,473 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,987,689 4,134,004 

繰延税金資産 837,529 744,849 

その他 3,060,765 3,024,375 

貸倒引当金 △5,059 △5,097 

投資その他の資産合計 7,880,925 7,898,132 

固定資産合計 26,553,153 27,157,244 

資産合計 47,873,696 49,469,273 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 1,343,635 1,394,058 

短期借入金 1,768,041 2,158,609 

1年内返済予定の長期借入金 1,054,210 1,056,077 

未払金 3,245,092 3,023,105 

未払費用 1,796,791 1,755,683 

未払法人税等 434,116 241,833 

賞与引当金 724,571 654,646 

役員賞与引当金 30,000 - 

その他 474,371 715,945 

流動負債合計 10,870,830 10,999,960 

固定負債    

長期借入金 2,081,316 3,056,077 

長期未払金 6,748,248 6,920,806 

退職給付に係る負債 2,850,066 2,683,565 

再評価に係る繰延税金負債 1,010,095 1,010,095 

その他 575,557 615,806 

固定負債合計 13,265,282 14,286,351 

負債合計 24,136,113 25,286,311 

純資産の部    

株主資本    

資本金 3,580,350 3,580,350 

資本剰余金 3,420,139 3,420,139 

利益剰余金 15,226,615 15,409,216 

自己株式 △1,395 △1,395 

株主資本合計 22,225,709 22,408,310 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 881,210 958,431 

土地再評価差額金 399,762 399,762 

為替換算調整勘定 292,613 335,430 

退職給付に係る調整累計額 △739,895 △678,708 

その他の包括利益累計額合計 833,690 1,014,915 

少数株主持分 678,182 759,735 

純資産合計 23,737,582 24,182,961 

負債純資産合計 47,873,696 49,469,273 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 19,701,625 21,794,454 

売上原価 16,564,239 18,488,277 

売上総利益 3,137,386 3,306,177 

販売費及び一般管理費 2,352,205 2,737,163 

営業利益 785,181 569,013 

営業外収益    

受取利息 3,105 3,064 

受取配当金 23,356 31,279 

為替差益 111,551 47,195 

持分法による投資利益 158,009 134,737 

その他 25,280 29,140 

営業外収益合計 321,303 245,417 

営業外費用    

支払利息 50,252 60,460 

和解金 18,640 - 

その他 15,595 2,135 

営業外費用合計 84,488 62,596 

経常利益 1,021,995 751,834 

特別利益    

固定資産売却益 81 2 

投資有価証券売却益 - 57,675 

特別利益合計 81 57,678 

特別損失    

固定資産除売却損 49,852 116,864 

その他 350 107 

特別損失合計 50,202 116,972 

税金等調整前四半期純利益 971,874 692,540 

法人税、住民税及び事業税 320,125 252,419 

法人税等調整額 14,976 31,636 

法人税等合計 335,101 284,056 

少数株主損益調整前四半期純利益 636,772 408,484 

少数株主利益 47,387 56,926 

四半期純利益 589,385 351,557 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 636,772 408,484 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 158,306 77,221 

退職給付に係る調整額 - 61,187 

為替換算調整勘定 811,608 25,926 

持分法適用会社に対する持分相当額 158,387 41,516 

その他の包括利益合計 1,128,302 205,851 

四半期包括利益 1,765,074 614,336 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,576,958 532,783 

少数株主に係る四半期包括利益 188,116 81,552 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 971,874 692,540 

減価償却費 519,432 573,423 

のれん償却額 1,895 39,117 

持分法による投資損益（△は益） △158,009 △134,737 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 200 37 

賞与引当金の増減額（△は減少） △17,365 △73,507 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,500 △30,000 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △56,279 - 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △71,880 

受取利息及び受取配当金 △26,479 △34,357 

支払利息 123,368 133,014 

為替差損益（△は益） △79,944 △69,719 

有形固定資産売却損益（△は益） △40,331 15,167 

有形固定資産除却損 49,852 53,583 

投資有価証券売却損益（△は益） - △57,675 

売上債権の増減額（△は増加） 308,487 △344,348 

たな卸資産の増減額（△は増加） △191,872 △167,893 

リース投資資産の増減額（△は増加） △733,460 △318,912 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △57,145 △191,767 

仕入債務の増減額（△は減少） 345,714 57,748 

その他の流動負債の増減額（△は減少） △26,536 27,887 

長期未払金の増減額（△は減少） 563,009 172,557 

その他の固定負債の増減額（△は減少） 747 762 

小計 1,489,656 271,042 

利息及び配当金の受取額 74,179 181,303 

利息の支払額 △123,440 △129,632 

法人税等の支払額 △453,863 △474,541 

営業活動によるキャッシュ・フロー 986,531 △151,827 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △275,273 △1,104,631 

有形固定資産の売却による収入 61,367 184,321 

投資有価証券の取得による支出 △757 △760 

投資有価証券の売却による収入 - 71,595 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △102,987 △38,037 

投資活動によるキャッシュ・フロー △317,652 △887,512 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 - 2,500,000 

短期借入金の返済による支出 △265,975 △2,127,288 

長期借入れによる収入 - 2,000,000 

長期借入金の返済による支出 △23,863 △1,028,004 

リース債務の返済による支出 △25,896 △33,142 

自己株式の取得による支出 △12 - 

配当金の支払額 △144,795 △168,853 

財務活動によるキャッシュ・フロー △460,543 1,142,710 

現金及び現金同等物に係る換算差額 95,992 3,537 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 304,327 106,907 

現金及び現金同等物の期首残高 4,028,610 4,359,978 

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,332,938 4,466,886 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

（セグメント情報）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他

（注）１ 
合計 

調整額
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
物流サー
ビス事業 

自動車サー
ビス事業 

情報サー
ビス事業 

人材サー
ビス事業 

計 

売上高                  

外部顧客へ

の売上高 
13,541,445 5,578,080 440,479 114,632 19,674,637 26,988 19,701,625 － 19,701,625 

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

－ 28,016 － 266,505 294,521 － 294,521 △294,521 － 

計 13,541,445 5,606,096 440,479 381,137 19,969,158 26,988 19,996,147 △294,521 19,701,625 

セグメント

利益 
968,323 260,417 30,102 26,553 1,285,396 13,549 1,298,946 △513,765 785,181 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業であります。

   ２．セグメント利益の調整額△513,765千円には、セグメント間取引消去1,521千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△515,286千円が含まれております。その全社費用の主なものは、当社の人事、総務及び経理

等の管理部門に係る費用であります。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他

（注）１ 
合計 

調整額
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

 
物流サー
ビス事業 

自動車サー
ビス事業 

情報サー
ビス事業 

人材サー
ビス事業 

計 

売上高                  

外部顧客へ

の売上高 
14,227,149 6,972,779 495,753 69,459 21,765,141 29,312 21,794,454 － 21,794,454 

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

500 29,040 － 188,771 218,312 － 218,312 △218,312 － 

計 14,227,649 7,001,819 495,753 258,230 21,983,453 29,312 22,012,766 △218,312 21,794,454 

セグメント

利益 
619,685 365,194 30,358 15,986 1,031,225 12,582 1,043,807 △474,794 569,013 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業であります。

   ２．セグメント利益の調整額△474,794千円には、セグメント間取引消去6,491千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△481,285千円が含まれております。その全社費用の主なものは、当社の人事、総務及び経理

等の管理部門に係る費用であります。

   ３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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